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1.はじめに

出典：文部科学省 「「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリシー），
「教育課程編成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）及び「入学者受入
れの方針」（アドミッション・ポリシー）の策定及び運用に関するガイドライ
ン」

・大学における３つのポリシー

ディプロマポリシー（ＤＰ）
→学位授与に関するポリシー

カリキュラムポリシー（ＣＰ）
→DP達成のための教育課程の編
成ポリシー

アドミッションポリシー（ＡＰ）
→DP，CPに基づく入学者受け入れ
に関するポリシー

平成29年度より大学等では，以下の3つのポリシーを策定，公表する義務がある。
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1.はじめに

・各大学のディプロマポリシー（DP）

日本大学理工学部（工学）DP一部抜粋：
１ 豊かな教養・知識に基づいた高い倫理観を有し，
人類の平和と福祉に貢献できる。

東京大学工学部DP一部抜粋：
・科学技術に対する高い倫理観や、社会に積極的に貢
献する意志を有していること。

京都大学工学部DP一部抜粋：
京都大学工学部は、～中略～、研究者や技術者とし

て、強い責任感と高い倫理性を持ち、次に示す知識と
能力の発揮により社会に貢献できると認める者に、学
士の学位を授与します。

明治大学理工学部DP一部抜粋：
目指すべき人材像 理工学部では，～中略～
「『個』を強くする大学」という理念のもとに教育を
行っています。責任感と倫理観を持ち，国際感覚にあふ
れ，多面的な思考力と広い視野を持ち，科学・技術教育
全般から得られる知識と経験などをもとに自ら問題を発
見し解決する能力，すなわちデザイン能力あふれる技術
者や研究者を育成することを目標にしています。

東京科学大学 理工学系教育ポリシー一部抜粋：
学士課程の養成する人材像
～中略～学士課程では、基盤的な専門力、並びに、幅
広い教養、そして、論理的に表現できる力を身に付け、
倫理観と未知の世界に挑戦する意志をもって、自ら学
び考えて物事に取り組むことができる人材を養成しま
す。

コンプライアンス，各種法律などを整備し，罰
則の強化を図っても技術不正や研究不正の問題
の抑止には限界がある。

大学や企業における授業・研修において，研究
者倫理，技術者倫理，企業倫理などを教授する
ことの重要性は，高まってきている
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２．技術者倫理の授業事例

・授業概要

「特別講義」の2.5コマ(1コマ=90分)により技術者倫理（研究者倫理）についての授

業を行っている。

設置学年：学部2年生 受講生数：約170名

使用テキスト：「事例で学ぶ技術者倫理（技術者倫理事例集第2集）」

選択事例：事例7「研究者のモラル」，事例8「新製品の開発競争」

研究者倫理に関する
架空事例

技術者倫理に関する
架空事例

→某大学における大学院生による
論文データねつ造事案が参考

→実際の飛行機墜落事故が参考

グループワークは1グルー
プ7，8名の合計22グルー
プで実施。
（ＴＡなし，教員1名）
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•背景: 塩見まなぶ（研究者）は佐藤教授の研究室に所属し、南北電機の
委託研究を担当。研究は順調で、学会への論文投稿を控えていた。

•問題発生:
• 論文の投稿前日の実験結果が今までのデータと整合せず、南北電

機の期待とは逆の傾向を示した。
• 試作装置の不具合で再実験がすぐにできず、研究日誌の記録も不

十分で原因を特定できない。
• 学会論文の締切が迫る中、問題解決の時間がない。

•塩見まなぶの考える対応案
①論文をそのまま投稿する → 新たな実験結果を無視することになる。
②実験データの図表を最新のものに更新 → 文中の考察との整合性が
とれない。
③推定値を用いて図表を仕上げる（→ねつ造）
④2年前の共著論文の一部を流用する（→自己盗用）

２．技術者倫理の授業事例

事例７：「研究者のモラル」の概要

塩見(研究者)

南北電機

論文の投稿
締め切り

佐藤教授
(東西大学)

研究不正の
リスク
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２．技術者倫理の授業事例

【授業前】テキストの事例７をよく読み「考えてみよう」(1),(2)※の意見を個人ごとにまとめる。

【授業1コマ目】
1. 事例の解説☆
2. 「考えてみよう」の要点の説明☆
3. グループワークの実施方法(グループ内の役割，成果物の作成等)の説明
4. グループワーク（アイスブレイク，役割分担決定，課題についての議論と成果物の作成）

【授業2コマ目】
1. 事例概要の説明
2. 電気学会倫理委員会教育WGの見解の紹介☆
3. グループワーク1で多かった意見についての紹介と担当教員の見解紹介

☆の項では，電気学会のプレゼンテーションスライドを使用

・授業の流れ

※考えてみよう
(１)まなぶの考えに，どのような問題があるか考えてみよう。そ
れを列記してみよう。
(２)前項で列記した問題点のそれぞれについて，どうしてそれが
問題になるのかを説明してみよう。 7/17



２．技術者倫理の授業事例
【授業1コマ目】

1. 事例の解説☆※

2. 「考えてみよう」の要点の説明☆
3. グループワークの実施方法(グループ内の役割，成

果物の作成等)の説明
4.グループワーク（アイスブレイク，役割分担決定，

課題についての議論と成果物の作成）

電気学会倫理委員会から提供されたプレゼンテーション
スライド
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２．技術者倫理の授業事例

図：研究公正について追加した資料

・研究公正について
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２．技術者倫理の授業事例
【授業1コマ目】

1. 事例の解説☆※

2. 「考えてみよう」の要点の説明☆
3. グループワークの実施方法(グループ内の役割，成

果物の作成等)の説明
4.グループワーク（アイスブレイク，役割分担決定，

課題についての議論と成果物の作成）
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２．技術者倫理の授業事例
【授業2コマ目】

1. 事例概要の説明
2. 電気学会倫理委員会教育WGの見解の紹介☆
3. グループワーク1で多かった意見についての紹介と

担当教員の見解紹介
・電気学会倫理委員会教育WGの見解の紹介
（考えてみようの解説）
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２．技術者倫理の授業事例
【授業2コマ目】

1. 事例概要の説明
2. 電気学会倫理委員会教育WGの見解の紹介☆
3. グループワーク1で多かった意見についての紹介と

担当教員の見解紹介
・担当教員の見解紹介
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２．技術者倫理の授業事例
【授業2コマ目】

1. 事例概要の説明
2. 電気学会倫理委員会教育WGの見解の紹介☆
3. グループワーク1で多かった意見についての紹介と

担当教員の見解紹介・グループ1で多かった意見の紹介
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２．技術者倫理の授業事例
【授業2コマ目】

1. 事例概要の説明
2. 電気学会倫理委員会教育WGの見解の紹介☆
3. グループワーク1で多かった意見についての紹介と

担当教員の見解紹介・グループ1で多かった意見の紹介
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２．技術者倫理の授業事例
【授業2コマ目】

1. 事例概要の説明
2. 電気学会倫理委員会教育WGの見解の紹介☆
3. グループワーク1で多かった意見についての紹介と

担当教員の見解紹介・グループ1の意見の紹介
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２．技術者倫理の授業事例
【授業2コマ目】

1. 事例概要の説明
2. 電気学会倫理委員会教育WGの見解の紹介☆
3. グループワーク1で多かった意見についての紹介と

担当教員の見解紹介

授業のまとめのスライド

・グループワークまとめ

16/17



３．おわりに

まとめ：

本発表では，発表者の所属する大学の学部2年生を対象にした，研究者倫理，技術者倫理
に関する授業に関して，以下の点について説明を行った。
・使用したテキストや事例内容の紹介
・授業の流れ
・グループワークの方法
・グループワークで出された意見の紹介

課題：

・現状の授業では，教育スタッフが少なく，十分にディスカッションをファシリテート
できておらず，議論が画一的になっているように見られる。そのため，授業方法やグ
ループワークの方法での工夫などについて検討を続ける予定。

その他事例について感じたこと：
・本事例では，主人公が研究者(ポスドク？)という立場であったが，大学院生だとグ
ループワークの意見は異なるかもしれない。その点について議論を深めてもよいかもし
れない。
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